






はじめに 

クレチン症のマス・スクリーニングが実施されるようになって多くのクレチン症が発見・

治療されている。しかし本症と同様に濾紙血中の TSH が高値を示し精査でも高 TSH 血症を

示すが,臨床症状に乏しくT3,T4が正常を示すものに乳児一過性高TSH血症と軽症クレチン

症がある。前者は無治療または一時的な甲状腺ホルモンの補充により高TSH 血症は正常化

し,以後再上昇しないものをいうが,その病態は不明である。後者は異所性甲状腺の場合は

診断は容易であるが,正所性の場合は診断も難しく,従って治療開始時期や期間，予後など

不明な点が多い。 

今般,私達は本症のマス・スクリーニングで発見され,臨床症状も乏しく甲状腺ホルモンも

正常で正所性の甲状腺を有していたため,一過性高 TSH 血症として経過観察中に軽症型ク

レチン症が疑われた症例を経験したので報告する。 


